
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 日、「第 105 回運動会」を開催しま

した。保護者の皆様・地域の皆様等々、多

数の皆様にご来校いただき、子ども達の真

剣な姿にたくさんの拍手とご声援をいただ

きました。本当にありがとうございました。 

着任１年目の私は、山元小での初めての

運動会でしたが、準備の段階から山元小な

らではの工夫等があることに新鮮な驚きを

感じました。 

山元小ならではと言えば、何といっても開

閉会式に山元小キャラクターの「やまもる」

と「ほしまる」が登場することです。入学式で

も登場したことが印象に残っていますが、運

動会でも当然登場し、開会式では運動会を

盛り上げ、閉会式ではこれからの学校生活

へのさらなる期待を子ども達に抱かせてく

れました。学校独自のキャラクターがいる学

校は多くありますが、これほど大事に日常の

生活に溶け込んでいるキャラクターは山元

小ならではだと思います。やまもるとほしまる

が登場すると子ども達だけでなく、周囲の大

人も自然と笑顔となり、一体感をもたらして

います。今後の様々な場面でも、２つのキャ

ラクターが登場し盛り上げてくれることでしょ

う。どこで登場するのか楽しみです。 

子ども達の演技・種目では、少人数なら

ではで、低中高学年で２学年が合同で行い

ました。上の学年は、手本になるように動き

ますし、下の学年は上の学年の動きを習っ

て動く姿が多いです。担任達もそのような姿

を期待し、多く称賛し、運動会を通して個々

と集団としての成長に繋げていきます。  少

人数ということで、５・６年生は、 決勝・審判、

用具、得点、放送などの役割があり、座る間

もないほどに、動き回ります。そして、忘れて

はならない応援団もその一つです。応援団

は４年生からの参加もあり、当日まで休み

時間を使って練習を積み重ね、本番では声

をからして応援してくれました。 

教職員も人数が少ないので、全員が役

割を担当し、互いに声をかけあいながら準

備しつつ、当日を迎えました。校外委員の皆

様には受付や会場のパトロールにご協力い

ただきました。また、保護者や地域の皆様、

卒業生の力を借り、準備や片付けを行いま

した。前日準備に手を挙げてくださっていた

方もいらっしゃいますし、悪天候により、当日

の朝からのみの準備になったにもかかわら

ず、たくさんの方にお手伝いいただいて余裕

をもって子ども達の登校を迎え入れることが

できました。 片付けも手の空いた方が足り

ない箇所へどんどん動いていただいて、あっ

という間に終わりました。子ども達の下校後

に教職員だけでの片付けは、用具等をしま

うことに集中できて大変ありがたかったです。 

 

運動会だけでなく、日頃の登下校の見守

り等でも地域の皆様にご協力いただいて、

子ども達の安全を保つことができています。 

「山元小」を大切に思うこと、子ども達の健

やかな成長のため等々、学校・家庭・地域で

協力しながら、教育活動を進めてまいりたい

と思っております。皆様、これからもご理解と

ご協力をお願いいたします。 

自分を大切にできる子 共に生きる子 山元の子 
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